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「ヤマセシラズ 」は 「藤坂 2号 」を母とし「捜林 1号 」を父として選抜育成され、早生゛耐

冷 ・多収品移として、昭和 34年 に県奨物品種に編入され、昭和40年 代初頭には、いゎゆな、

編束風地帯を主に、北部沿岸 ・丘1愛・山岡地帯の主要品種として1,500れ前後の栽培面積 (25

%前 後 )を占め、当時の県内収登水準の向上に大きく貢献 した。

しか し、近年、良質米生産の要求が強 く、流通側から品質 ・食味 が不評であ り、昭和44年

以降栽陪面積が減少し、1昭和 47年 二隼髪励品種に降格され、Hβ和 50年 以降は 1001α弱 (早 1

%弱 )に激減し、昭和 54年 にはついに23れ 53にまで低世 した。

このため、産米改善の立場から、栽培面積が少なく、品質の分る「ヤマセシラズ」を県準装

助品凝から廃止する。
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